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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究では、胎児期にダイオキシン（TCDD）に暴露されたマウスの脳に起こる微細構造変化を詳細

に観察し、胎児期の TCDD への暴露が成獣となった後の脳の構造にも影響を与えることを明らかにし

ている。また、児の育児環境（社会環境隔離）が脳に与える影響は、TCDD の影響と類似している点

も明らかにしており興味深い。一方で、表題にあるメカニズムの解明については、活性型 AhR 遺伝子

の導入や発現解析などが行われているが、十分な成果を上げているとは言い難い。今後は、TCDD に

的を絞り、脳の微細構造変化を起こす上で鍵となる遺伝子を同定することを期待する。 


